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 木々の葉が赤や黄色に色づき、秋も深まってきました。１１月２３日は「勤労感謝の日」です。この日はもともと

「新嘗祭（にいなめさい）」といって、農作物の収穫に感謝する行事が各地で行われた日でした。私たちの食生活は

さまざまな場所で毎日一生懸命働く人たちの支えがあってなりたっています。収穫された農作物と働く人たちへの

感謝の気持ちを忘れずに、毎日の食事を大切にいただきましょう。     

 
 

 

日本の食料自給率は、食事から得られるエネルギー量を基準とした「カロリーベース」という計算法で３７%に

なっています。もし何かの事情で外国から食べ物が来なくなってしまったらと思うと少し不安ですね。品目によっ

ても国産で十分まかなえるものの、外国に大きくたよっているものがあります。日本の食の今の姿をきちんと知り、

どうすればよいか、みなさんの立場でできることを考えてみましょう。 

 以下は農林水産省が発表した昨年度（令和２年度）の各品目の食料自給率（カロリーベース）です。 

 

 

 

 

               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育便り

 

「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコ無形文化遺産に登録されていること

をご存じですか？ ここでいう「和食」とは、ただ単に料理のことだけではなく、日本

の豊かな自然や気候風土のもとで育まれてきた「自然の尊重」という精神に基づく食文

化です。近年、ライフスタイルなどの変化により、この食文化が失われつつあることか

ら、その価値を見直し、国民全体で保護・継承していく必要があります。給食では、ご

飯を主食とした和食の献立を中心に、行事食や郷土料理を取り入れるなど、子どもたち

に伝統的な食文化を伝えています。 

https://www.monopot-illust.com/illust/2849

